
     

  

 

 

 
 

   

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 
 

月  齢   新月 3日、 上弦 10日、 満月 18日、 下弦 25日 

惑星情報 金星 日の出前 南東(いて→やぎ→みずがめ→やぎ座 －5→－4等) 

     火星 日の出前 南東(いて→やぎ座 1等） 土星 日の出前 南東(やぎ座 1等)※下旬以降 

☆冬の終わりを告げるふたご座と春の訪れ 

 3 日のひなまつりの頃、お内裏様とお雛様を連想させるかのように、20 時頃の天頂付近にはふたご座

のポルックス（1.2等）とカストル（1.6等）が並んで輝いています。西の空では、まだオリオン座など

の冬の星座を見つけることができますが、このふたご座が天頂を過ぎれば、そのあとに続くのは、かに

座やしし座といった春の星座たち。その他、南にはうみへび座、北にはおおぐま座を見つけられるよう

になりました。市街地でも見つけやすいしし座は、星図のとおり、α星レグルス（1.4等）からγ星（2.0

等）－δ星（2.6等）－β星（2.1等）と明るい星を繋いでみましょう。

また、北の空で目立つ北斗七星（おおぐま座の一部）もおすすめです。

7つの明るい星（2等 6つ、3等 1つ）がひしゃくの形に並びます。こ

れから夏にかけて空の高いところに昇り、存在感が増していきます。 

☆明け方に集う惑星たち～金星、火星、土星を見よう～ 

 3月下旬、夜明け前の南東の低空に、ひときわ明るい金星（－4.4等）、

赤い色の火星（1.1等）、土星（0.8等）が集まって見えます（図 1）。

惑星の位置関係は日々変わりますが、周囲には 3等より明るい恒星も

ないため、明るさや色の特徴から見分けられるでしょう。 

 この惑星の集合は、図 2 のとおり、地球から見たときに、偶然同一

方向に位置する、見かけ上の接近です。宇宙から見れば、シンプルな

惑星の公転運動ですが、動いている地球から見ると惑星の位置は複雑

に変化していき、しばしば見かけ上の接近も起こります。 

 今後はこれら 3 つの惑星に木星が加わり、5 月頃までは 4 つの惑星

が集まるにぎやかな夜明け前の空となるでしょう。 

 

 

３月(2022年) 
上旬 21 時頃 

下旬 20 時頃 

tel 048(262)8431 

http://www.kawaguchi.science.museum/ 

今月の星空 

自分が見ている方角を下にして、（西

の空を見るときは西を下にして持つ）

頭の上にかざして見ます。 

星図の見方 

※両図とも国立天文台及び StellaNavigator/ 

AstroArtsの画像を元に作成。 
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※各惑星を通る線は 
図 2 と同様の軌道線 
を、矢印は運動方向 
を表す。 
 

図 1 地上から見た 3/29の惑星の位置 

図 2 宇宙から見た 3/29の惑星の位置 

※惑星の矢印は、 
天体の運動方向を表す。 
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※各天体はイメージで、大きく表示しています。
肉眼では惑星は点像に見えます。 
 


